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第７章 計画の事業・実施主体及びスケジュール 
 

目標を達成するために行う事業を、以下に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 目標 事業 実施主体 2018 年度 
短期 中・長期 

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度以降 

１ 

都
市
構
造
を
支
え
る
公
共
交
通
の
確
保 

① 快適で円滑

な乗継が可能と

なる乗り換え拠

点の形成 

ⓐ陶生病院バスロータリーのハブ化推進 交、団、行               

ⓑパーク＆ライド駐車場・サイクル＆ライド駐輪場等の 

施設整備 
交、行               

ⓒバリアフリー化の推進 交、行               

ⓓ待合環境の改善 民、交、行               

② 拠点間の交

通ネットワーク

の確保・維持 

ⓔ広域基幹バスの運行維持・見直し 交、行               

ⓕ市内基幹バスの運行維持・見直し 民、交、行               

ⓖまちづくりと連携した新たな交通ネットワークの形成 交、行               

２ 

生
活
を
支
え
る 

公
共
交
通
の
確
保 

③ 生活交通の 

確保・維持 

ⓗコミュニティバスの運行維持・見直し 民、交、行               

ⓘ菱野団地住民バスの運行維持・見直し 民、交、行               

ⓙ大学スクールバスとの連携 団、行               

ⓚ新たなモビリティ・移動支援システムの導入 
民、企、交、

団、行 
              

３ 

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
保 

④ 市民・交通

事業者・行政の

協働による 

利用促進 

ⓛ地域主体の公共交通検討体制の構築 民、交、行               

ⓜバスの乗り方教室の開催 民、交、行               

ⓝバス広報の作成、配布 民、行               

⑤ 公共交通利

用意識の醸成 

ⓞ市民向けエコモビの日（毎月第１水曜）の実施 
民、企、交、

団、行 
              

ⓟまちづくり、観光情報の発信 交、行               

⑥ 利用しやす

い交通環境の構

築 

ⓠ料金体系の見直し 民、交、行               

ⓡ交通系ＩＣカードの導入 交、行               

ⓢバスロケーションシステムの導入 交、行               

ⓣわかりやすい公共交通情報の提供 

（公共交通マップの作成等） 
企、交、行               

⑦ 運行内容見

直し基準の作成 
ⓤ運行内容見直し基準の作成 民、交、行               

 

運行開始 

赤津線の見直し 

瀬戸北線、みずの坂・水野循環線、菱野循環線の見直し 

本地ヶ原線の見直し 

  

中水野駅、せと赤津 I.C.周辺 

準備・研究 

実施・検証 

８路線の見直し 

自家用有償旅客運送へ移行 

タクシー・自動走行技術等の活用、企業・関係団体との連携 

運用開始 

  

運賃の見直し 

コミュニティバス 

愛知環状鉄道 

運用開始 

  

コミュニティバス回数券の作成 

関係者と調整が出来次第実施 

関係者と調整が出来次第実施 

関係者と調整が出来次第実施 

凡例  民：市民  企：企業  交：交通事業者  団：関係団体  行：行政 
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空白ページ 
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目標① 快適で円滑な乗継が可能となる乗り換え拠点の形成に関する事業 

 

陶生病院バスロータリーのハブ化推進 

公立陶生病院建替事業とともに整備される新たな陶生病院バスロータリーへ基幹バスやコミ

ュニティバスの乗り入れを行うことで、乗換え拠点の形成とバス路線のハブ化を推進します。 

また、乗り入れする路線や乗り入れ便数の増加を図るとともに、バス相互の円滑な乗継が可

能となるダイヤ調整や案内環境の整備を行うなど、快適で円滑な乗り換え環境の整備を行いま

す。 

また、隣接市に立地する生活利便施設等との相互連携・交流を図るため、隣接市の公共交通

の乗り入れを促進します。 

 

＜実施内容＞ 

・市内基幹バスの陶生病院バスロータリーへの乗り入れ（瀬戸北線、みずの坂線・水野循環

線、菱野循環線） 

・瀬戸市コミュニティバスの陶生病院バスロータリーへの乗り入れ（こうはん線、本地線、

下半田川線、曽野線、上之山線） 

・円滑な乗り換えを可能とするダイヤの調整 

・病院施設と連携した快適なバス待合環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 公立陶生病院 外構工事完了後イメージ 

ⓐ 

（公立陶生病院提供） 
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 ■ 陶生病院バスロータリーのハブ化と公共交通網の再編イメージ 
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パーク＆ライド駐車場・サイクル＆ライド駐輪場等の施設整備 

鉄道駅やバスセンター等の乗り換え拠点においては、電車やバスなどの公共交通と自家用車、

タクシー、自転車をはじめとする多様な交通手段の乗換利便性の向上を図るため、パーク＆ラ

イド駐車場やサイクル＆ライド駐輪場の整備を進めます。 

鉄道駅の駅前広場にバスターミナルと送迎車ロータリー、コインパーキングの整備等、バス

同士の乗り継ぎを含めた公共交通の乗り継ぎ拠点を整備します。また、商業施設の既存駐車場

や空き地等の利活用による官民連携の施設整備の取り組みについても研究します。 

 

＜実施内容＞ 

・パーク＆ライド・バスライド駐車場の整備 

・キス＆ライド（バスライド）乗降場の整備 

・サイクル＆ライド（バスライド）駐輪場の整備 

・民間施設や敷地を活用した施設整備の研究 

 

  

■ パーク＆ライド駐車場、ロータリー等の整備事例（関市） 

■ 高架下を活用した駐車場（愛知環状鉄道） 

■ サイクルアンドライド駐輪場（しなのバスセンター） 

ⓑ 

関市では、パークアンドライドの拠

点や、鉄道やバスの乗り継ぎ拠点とし

て、関駅西口駅前広場に171台の有料

駐車場を備えた「関シティターミナ

ル」を整備している。 

整備内容 

・バス待合所、バス案内所（観光案内所） 

・バス乗降場、一般車乗降場、タクシー乗降場 

・有料駐車場（171台）、駐輪場 

・関駅との連絡通路、防災備蓄倉庫等 
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バリアフリー化の推進 

交通の結節点となる鉄道駅、バスセンター等の拠点やその周辺においては、誰もが安全に安

心して利用できるようエレベーター等の昇降施設、視覚障害者誘導用施設、多目的トイレ等の

施設整備を推進します。また、鉄道やバスなどの車両更新や導入時においても、バリアフリー

対応車両を継続して導入します。 

物理的な施設整備に加え、必要な情報や案内の適切な提供による情報のバリアフリー化、市

民や交通事業者、行政が連携した意識啓発の推進等による心のバリアフリー化をはじめ、ソフ

ト面からの取組みも推進します。 

 

＜実施内容＞ 

・エレベーター等の昇降施設整備 

・視覚障害者誘導用ブロックや手すり等の整備 

・多目的トイレや障害者用駐車、停車場等の施設整備 

・バリアフリー対応車両の継続導入 

・文字や音声による適切な情報提供 

・デジタルサイネージを活用した情報案内 

・各交通事業者の社員教育や訓練の充実 

・市民や交通事業者、行政が連携した意識啓発 

 

 

  

■ バリアフリー化の取組事例（新瀬戸駅・瀬戸市駅周辺バリアフリー基本構想） 

ⓒ 
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待合環境の改善 

交通結節点となる鉄道駅やバスセンター等において、風雨や日差しなどを防ぐシェルターや

座って待つことができるベンチ等の整備を行い、待合環境の改善を行います。また、わかりや

すい乗換案内やのりば案内等の案内表示を整備します。 

また、市民と連携してバス停周辺の草取りや清掃などの管理を行い、待合環境の維持を図り

ます。 

 

＜実施内容＞ 

・バス停のシェルター設置 

・バス停のベンチ設置 

・案内表示の設置 

・地域住民によるバス停の清掃 

 

  ■ シェルターが整備されたバス停（佐賀市） 

■ 公共交通グループによるバス停周辺の清掃 

（西陵連区地域力向上協議会） 

ⓓ 

佐賀市のバス停シェルター設置事例では、上屋

に加えて側面を囲うことで風雨をしのぎやすくし

ている。 
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目標② 拠点間の交通ネットワークの確保・維持に関する事業 

 

広域基幹バスの運行維持・見直し 

通勤・通学や観光・まちづくりなどにおける利便性の向上を図るため、名古屋駅や隣接市の

都市拠点との広域的な交通ネットワーク形成する広域基幹バスの運行を維持します。 

利用実態や人口・土地利用動向、生活利便施設の立地状況などに応じた運行経路やバス停間

隔・名称の見直し、鉄道や他のバスとの円滑な乗継を可能とするダイヤ調整等を行い、利便性

の向上を図ります。 

 

＜実施内容＞ 

・広域基幹バスにおけるバス停間隔の適正化（本地ヶ原線） 

  

現況バス停間隔 
L=1.1km 

見直し後 
L=0.6km 

長根 

バス停新設 

■ 広域基幹バスにおけるバス停間隔の見直し案（名鉄バス本地ヶ原線） 

瀬戸商工会議所前～長根間のバス停新設 

見直し後 
L=0.5km 

ⓔ

」 



 

 

市内基幹バスの運行維持・見直し 

広域基幹バスと連携して通勤・通学や観光・まちづくりなどにおける利便性の向上を図るた

め、市内拠点間の交通ネットワークを形成する基幹バスの運行を維持します。 

利用実態や人口・土地利用動向、生活利便施設の立地状況などに応じた運行経路やバス停間

隔・名称の見直し、鉄道や他のバスとの円滑な乗継を可能とするダイヤ調整等を行い、利便性

の向上を図ります。 

＜実施内容＞ 

・路線名の見直し（瀬戸北線をしなの線へ名称変更（本貢以降しなの線（旧瀬戸北線）と表

す）） 

・陶生病院バスロータリーへの乗り入れ（しなの線（旧瀬戸北線）、みずの坂線・水野循環

線、菱野循環線） 

・まちづくり、観光振興における運行経路の見直し、道の駅瀬戸しなの乗入検討（しなの線

（旧瀬戸北線）） 

・小中一貫校開校における運行の見直し（赤津線） 

・運行経路の見直し、市民公園前バス停の移設（みずの坂線・水野循環線） 

 

 

 

  

■ 市内基幹バスの運行見直しイメージ 

ⓕ 

フィーダー系統 

  路線の再編後イメージ 

‐70‐ 

赤津線、しなの線（旧瀬戸北線）は地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金を活用 



 

 

上記路線・系統については全て道路運送法第４条（路線定期運行） 

 

確保・維持策の凡例 

①交通事業者と連携し、一定以上の需要を確保する 

②地域公共交通確保維持改善事業（国庫補助金）を活用し持続可能な運行を目指す 

※１は地域間幹線系統国庫補助金の対象（対象系統は瀬戸駅～愛知医大病院～藤が丘） 

※２は地域内フィーダー系統国庫補助金の対象（対象系統は上品野～しなのバスセンター～瀬戸駅） 

※３は地域内フィーダー系統国庫補助金の対象（対象系統は赤津～古瀬戸～瀬戸駅、赤津～一里塚～瀬戸駅） 

 

地域公共交通確保維持改善事業の必要性 

市内基幹バスのうち名鉄バスしなの線（旧瀬戸北線）・赤津線については、地域公共交通確保維持改善事業の認定を

受けて運行している路線である。しなの線（旧瀬戸北線）は、地域から尾張瀬戸駅や陶生病院、赤津線は、地域から

尾張瀬戸駅に通じている路線であり、主に通学・通勤、通院、買い物など生活に必要な移動手段として利用され、地

域住民にとって必要不可欠な役割を担っている路線である。一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持

が難しいため、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。 

 

 

 

位置付け 路線名・系統 実施主体 起点 経由地 終点 役割 確保・維持策 

広域基幹 

バス 

本地ケ原線※１ 名鉄バス 名鉄バス 

センター 

 

 

瀬戸駅前 

隣接市の都市拠点と

の広域交通を担う。 

① 

名鉄バス 

センター 

 

 

菱野団地 ① 

藤が丘 愛知医大 

病院 

瀬戸駅前 ② 

東山線 名鉄バス 藤が丘  瀬戸駅前 ① 

藤が丘  菱野団地 

瀬戸駅前  愛・地球博

記念公園駅 

下半田川線 東鉄バス 下半田川  多治見駅前 ① 

市内基幹 

バス 

 

しなの線※２ 

（ 旧 瀬 戸 北

線） 

名鉄バス 上品野 

 

しなのバス

センター 

新瀬戸駅 

 

主に尾張瀬戸駅を発

着地として、市内拠

点間を連絡する。 

① 

上品野 しなのバス

センター 

瀬戸駅前 ② 

赤津線※３ 名鉄バス 赤津 にじの丘 

学園 

瀬戸駅前 ① 

赤津 古瀬戸 瀬戸駅前 ② 

赤津 一里塚 瀬戸駅前 

東山線 名鉄バス 菱野団地  新瀬戸駅 ① 

水野循環線 名鉄バス 陶生病院 中水野駅 陶生病院 愛知環状鉄道・名鉄

瀬戸線等の市内拠点

間を連絡する。 

① 

みずの坂線 名鉄バス 中水野駅 新瀬戸駅 陶生病院 ① 

各路線系統の位置付けと役割（広域基幹バス、市内基幹バス） 

 

市内基幹バスのうち名鉄バスしなの線（旧瀬戸北線）・赤津線については、地域公共交通確保維持改

善事業の認定を受けて運行している路線である。しなの線（旧瀬戸北線）は、地域から尾張瀬戸駅や陶

生病院、赤津線は、地域から尾張瀬戸駅に通じている路線であり、主に通学・通勤、通院、買い物など

生活に必要な移動手段として利用され、地域住民にとって必要不可欠な役割を担っている路線である。

一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しいため、地域公共交通確保維持事業によ

り運行を確保・維持する必要がある。 

‐70‐2‐ 



 

 

 

菱野団地住民バス以外の上記路線・系統については全て道路運送法第４条（路線定期運行） 

菱野団地住民バスについては無料運行（道路運送法上、許可または登録を要しない運行形態） 

 

確保・維持策の凡例 

①交通事業者と連携し、一定以上の需要を確保する 

 

 

  

位置付け 路線名・系統 実施主体 起点 経由地 終点 役割 確保・維持策 

生活交通 

 

下半田川線 瀬戸市 

（運行は 

交通事業者へ

委託） 

妻之神 中水野駅 陶生病院 市内各地域を運行

し、生活利便施設や

公共交通結節点に接

続する。 

① 

曽野線 しなのバス

センター 

中水野駅 新瀬戸駅 

上半田川線 上半田川転

回場 

しなのバス

センター 

道の駅瀬戸

しなの 

片草線 片草町民会

館 

しなのバス

センター 

道の駅瀬戸

しなの 

岩屋堂線 道の駅瀬戸

しなの 

【循環】 道の駅瀬戸

しなの 

本地線 愛知医大 瀬戸口駅 陶生病院 

上之山線 八草駅 瀬戸口駅 瀬戸駅前 

こうはん線 イオン瀬戸

みずの店 

新瀬戸駅 陶生病院 

菱野団地住民

バス 

菱野団地コミ

ュニティ交通

運行協議会 

八幡台西 【循環】 八幡台西 団地内に限った生活

交通を確保し、生活

利便施設や既存交通

機関に接続する。 

① 

各路線系統の位置付けと役割（生活交通） 

 

‐70‐3‐ 
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■ 運行経路の見直し、市民公園前バス停の移設案（みずの坂線・水野循環線） 
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まちづくりと連携した新たな交通ネットワークの形成 

将来的な中水野駅周辺や、せと赤津ＩＣ周辺のまちづくりと連携し、乗り換え拠点の形成と

ともに新たな交通ネットワークを検討し、段階的な整備を推進します。 

 

＜実施内容＞ 

・中水野駅周辺のまちづくりと連携した交通ネットワークの検討 

・せと赤津ＩＣ周辺のまちづくりと連携した交通ネットワークの検討 

  

■ まちづくりと連携したネットワークの検討 

（土地利用構想図） 

市街地整備事業等を検討している中水野駅 

ⓖ 
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目標③ 生活交通の確保・維持に関する事業 

 

コミュニティバスの運行維持・見直し 

鉄道や路線バスに接続し、市街地や集落の居住地から生活利便施設へのアクセスを確保する

ため、コミュニティバスの運行を維持します。 

また、地域特性に応じた運行経路やバス停間隔・名称の見直し、鉄道や他のバスとの円滑な

乗継を可能とするダイヤ調整等の運行内容の見直しを行い、利便性の向上を図ります。 

 

＜実施内容＞ 

・陶生病院バスロータリーへの乗り入れ 

（こうはん線、本地線、下半田川線、曽野線、上之山線） 

・市内基幹バスみずの坂線・水野循環線と連携した運行経路の見直し（下半田川線、曽野線） 

・しなのバスセンターにおける乗継環境の改善（上半田川線、片草線、岩屋堂線） 

・運行曜日や運行便数の適正化 

・基幹バスや他市コミュニティバス等と連携したバス停配置やダイヤの見直し 

・バス停間隔・名称の適正化 

・市立図書館、ＪＡあいち尾東瀬戸支店へのバス停設置 

・地域特性に応じた運行内容の見直し 

 

 

  

ⓗ 
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陶生病院バス
ロータリーへ
の乗り入れ 

ＪＡあいち尾東 
瀬戸支店へのバス停設置 

市内基幹バスみずの
坂線・水野循環線と
連携した運行経路の
見直し 

（共通事業） 

・運行曜日や運行便数の適正化 

・基幹バスや他市コミュニティバス等と

連携したバス停配置やダイヤの見直し 

・バス停間隔・名称の適正化 

・地域特性に応じた運行内容の見直し 

市立図書館へ 
のバス停設置 

■ コミュニティバスの運行内容見直しイメージ 

 

 

しなのバスセンター
における乗継環境の
改善 
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菱野団地住民バスの運行維持・見直し 

菱野団地内において、八幡台、原山台、萩山台の地域住民がまとまり、団地内に限った生活

交通の確保の観点から名鉄バスへの乗り継ぎやセンター付近への通所、買い物など、住民の移

動手段として「住民バス」を運行します。 

持続可能な運行に向けて、運行主体の機能強化、収益を得る仕組みづくりなどを検討し、自

家用有償旅客運送への移行を目指します。 

また、菱野団地での新たなまちづくりの取組みと連携して、センター地区への更なるアクセ

ス強化や新たなコミュニティの場の提供、地域活性化等の菱野団地の再生へつなげます。 

 

＜実施内容＞ 

・利用者ニーズ、移動実態に応じたバス停や運行ダイヤの見直し 

・収益を得る仕組みづくりの検討 

・自家用有償旅客運送への移行 

・菱野団地再生計画に基づくまちづくりと連携した取り組みの実施 

 

 

  

■ 本格運行を開始した住民バスの様子 

■ 菱野団地再生計画住民ワークショップ（社会実験）によるまちづくりとの連携 

ⓘ 
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大学スクールバスとの連携 

路線バスやコミュニティバスを補完し住民の移動を確保するため、市内に立地する名古屋学

院大学と連携し、スクールバスを地域住民が利用できる官学協働の取り組みを継続します。 

 

＜実施内容＞ 

・名古屋学院大学のスクールバス「瀬戸路線」への地域住民の利用の継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たなモビリティ・移動支援システムの導入 

各地域で異なる人口密度や高齢化の状況、生活利便施設の立地状況や地勢、地域ニーズなど

の地域特性に応じ、生活交通として市民の移動手段を確保するため、菱野団地住民バスをモデ

ルとした地域との協働事業やタクシー車両等を活用したデマンド交通や市内に立地する企業や

学校、福祉施設等の送迎バスへの混乗や空き車両の活用、アクティブシニア層等が活躍する新

たな移動支援システムの研究、導入を推進します。 

また、愛知県が取り組んでいる「あいち自動運転推進コンソーシアム」への参画をはじめ、

新たなモビリティ社会実現へ挑戦する次世代産業・研究機関との連携等により、自動運転やＩ

ｏＴ、ＡＩ等の最先端技術の研究、活用を推進します。 

 

＜実施内容＞ 

・菱野団地住民バスをモデルとした地域との協働事業の研究、導入 

・タクシー車両等を活用したデマンド交通の研究、導入 

・企業や学校、福祉施設等の送迎バスへの混乗や空き車両の活用の研究、導入 

・アクティブシニア層等が活躍する移動支援システムの研究、導入 

・「あいち自動運転推進コンソーシアム」への参画や次世代産業・研究機関との連携による自

動運転やＩｏＴ、ＡＩ等の最先端技術の研究、活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■まちなか乗合タクシーの事例（なごや相乗りタクシー実証実験） 

つばめタクシーグループホームページ、株式会社未来シェアホームページより 

ⓙ 

ⓚ 

■ 大学スクールバスの様子 

名古屋市のタクシー事業者で

は、相乗りタクシーの利便性及

び効率性の調査を目的とし、走

行中の相乗り担当車両の中から

リアルタイムに相乗り配車がお

こなわれる相乗りタクシーの実

証実験を行っている。 
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■ 自動運転実証実験事例（春日井市高蔵寺ニュータウン） 

愛知県では、平成29年7月に自動運転システムに関係する企業・大学等や自動運転システム
の導入を目指す県内の市町村等が参画する「あいち自動運転推進コンソーシアム」を設置
し、瀬戸市も加盟している。 
本コンソーシアムは、企業・大学等と市町村とのマッチング等により、県内各所における

自動運転の実証実験を推進し、将来的には、自動運転に係るイノベーションの誘発により、
新たな事業を創出し、オールあいちによる自動運転の社会実装を目指すことを目的に活動し
ている。 

（取組内容） 
１．最先端の技術を活用した自動運転の実証実験 
２．自動運転の実証実験を希望する企業・大学等と市町村とのマッチング 
３．自動運転の実証実験に係る手続きのワンストップサービス 
４．自動運転システムを活用した地域の先進事例の情報共有 
５．自動運転に係る新事業、新ビジネスモデル創出に向けた調査、研究等 
６．ホームページを活用した情報発信 
７．その他コンソーシアムの目的を達成するために必要な事業 

（コンソーシアムの枠組み） 

■ あいち自動運転推進コンソーシアム 

高蔵寺ニュータウンでは、人口減少及び高齢化の進展や、坂道が多いという地形上の特
性から、子育て世代の流出や高齢者等の外出機会の減少などが懸念されている。 
そこで、春日井市では新たな移動手段の確保に向けて、自動運転車両による高齢者の外

出支援の実証実験を実施している。 
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アイシン精機プレスリリース  

アイシン精機㈱と㈱スギ薬局は豊明市の支援を受けて、高齢者を中心とした地域の皆様の
健康維持・増進を目指した移動支援サービスの実証実験が実施された。 
高齢化が進み、“買い物難民”の増加が社会問題化しているなか、自力での通院が困難で、

適切な診療・服薬指導を受けることが困難な“医療難民”でもあると考えられる。 
このような問題解決に向け、地域の皆様と医療機関や公共施設、フィットネス・スーパー

マーケット等の施設を結ぶ「乗り合い送迎サービス」を提供し、より多くの方々が適切な診
療と服薬指導および総合的な健康相談を受けられ、かつ社会活動や買い物等に気軽に出掛け
られる環境を創出していく。 

（乗り合い送迎サービスの実証実験） 
・指定地区から豊明市内（事前に会員登録が必要） 
・平成30年7月24日～12月25日 
・近郊の医療機関を中心とした指定停留所への乗り合い型の送迎サービス 
・事前に複数の利用者の希望目的地・希望到着時刻を専用システムで計算し、効率的な送迎
サービスを運行 

（乗り合い送迎サービスの概要） 

■ 乗り合い送迎サービス「チョイソコ」の実証実験（豊明市） 

■ 先導的モビリティ（歩行支援モビリティサービス）に関する取組（春日井市高蔵寺ニュータウン） 

高蔵寺ニュータウンが将来にわたって持続可能なまちであるために、「快適移動ネット
ワークの構築」、「多様な交通手段の確保」を目指し、春日井市とトヨタ自動車との連携に
よるパーソナルモビリティのシェアリングサービスの実証実験が実施された。 

（パーソナルモビリティのシェアリングサービス実証実験） 
・一人乗りタイプの歩行支援車両を利用して徒歩圏の移動をサービス 
・平成29年11月15日～28日 
・サンマルシェ（アピタ館西側テラス）～ＵＲ藤山台管理サービス事務所（約1.2km） 
・片道200円、往復500円（市内在住・在勤、20歳以上、要身分証）※往復での利用は、最大2時間 
・無料乗車体験コーナーを併設 
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目標④ 市民・交通事業者・行政の協働による利用促進に関する事業 

 

地域主体の公共交通検討体制の構築 

市内基幹バスやコミュニティバスの運行内容の検討や利用促進施策を実施する、市民・交通

事業者・行政による三位一体の体制の構築を進めます。 

路線毎に話し合いができる場を整理・設立し、意見交換を通じて利用者や住民ニーズ等の情

報共有を図り、運行内容へ反映します。 

 

＜実施内容＞ 

・公共交通会議の開催 

・市内基幹バス沿線協議会の開催（瀬戸北線、みずの坂・水野循環線、赤津線） 

・コミュニティバス運行協議会の開催（こうはん線、下半田川・曽野線、品野３路線、菱野

団地住民バス） 

・コミュニティバス運行協議会の設立（上之山線、本地線） 

・市内基幹バス沿線協議会、コミュニティバス運行協議会等の検討体制の整理 

  

■ 公共交通会議の様子 

■ 菱野団地コミュニティ交通運行協議会の様子 

ⓛ 
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バスの乗り方教室の開催 

学校の授業や地域行事、イベント等と連携してバスの乗り方教室等を開催し、路線バスやコ

ミュニティバスの乗り方やバスの死角体験を通じた交通安全学習、バスへの愛着促進を深める

取り組みの実施により、利用促進を図ります。 

 

＜実施内容＞ 

・小学校におけるバスの乗り方教室の開催 

・地域行事、イベント等におけるバスの乗り方教室の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ バスの乗り方教室の様子（下品野小学校） 

■ 地域行事でのＰＲブース（品野台地域力向上協議会） 

■ 高齢者対象のバスの乗り方教室の事例（佐賀市） 

ⓜ 

佐賀市では、高齢者の移動手段としてバスを利用してもらえる
ように、高齢者を対象に、バスの仕組みや運賃の支払い方、高齢
者向け割引料金の説明をおこなう「バスの乗り方教室」を開催し
ている。 



瀬戸市地域公共交通網形成計画 

- 81 - 

 

バス広報の作成、配布 

バスの乗り方や、バスを利用するメリット、バスを利用して行くことが出来る施設を市民に

広く周知するため、地域住民が主体となって、地域ごとにバス広報を作成、配布します。 

 

＜実施内容＞ 

・バス広報の作成、配布 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ バス広報（下品野バス広報第17号） 

ⓝ 
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目標⑤ 公共交通利用意識の醸成に関する事業 

 

市民向けエコモビの日（毎月第１水曜日）の実施 

自動車と公共交通、自転車、徒歩などをかしこく使い分ける「エコモビリティライフ」の普

及・定着を目指し、毎月第1水曜日に設定されている「あいちエコモビリティライフの日」（略し

て「エコモビの日」）の取り組みを展開します。 

また、瀬戸市ではさらなる公共交通に対する意識啓発のために、「瀬戸市公共交通の日」（仮

称）を設定し利用促進キャンペーンの実施を検討します。 

＜実施内容＞ 

・「エコモビの日」のＰＲ 

・市内企業へのエコモビ実践キャンペーンへの参加呼びかけ 

・「瀬戸市公共交通の日」（仮称）の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■公共交通利用促進キャンペーン取組み事例 

「公共交通に親しむ日」‐岡崎市‐ 

岡崎市では、市内路線バス、まちバス全路線で小学生の運賃を無料にし、公共交通機

関を実際に体験してもらうことで、公共交通利用の促進につなげる「公共交通に親しむ

日」を設定している。当日はイベント会場を設け、バスの乗り方教室や運転手体験、ま

た車両基地の見学など、公共交通に関する愛着促進、啓発活動を行っている。 

ⓞ 
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まちづくり、観光情報の発信 

観光施設や地域のイベントなどと連携し、バス等の公共交通を利用したアクセス情

報を各施設のホームページやパンフレット等に掲載するほか、公共交通を利用した観

光モデルルートの作成を行い、情報を発信します。 

＜実施内容＞ 

・市内観光施設、地域のイベントへの公共交通を利用したアクセス情報掲載 

・公共交通を利用した観光モデルルートの作成、情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■地域のイベントと連携した事例（瀬戸市菱野団地） 

（瀬戸市ホームページより） 

■路線バスによる観光ガイド事例（豊橋市） 

ⓟ 

豊橋市と豊橋観光コンベンション協会では、公共交通を使って観光スポットを巡る
モデルコースを紹介した観光ガイドを発行している。本観光ガイドでは、観光スポッ
トに加え、バスの待ち時間等に行くことのできるバス停周辺のお店の紹介や、公共交
通で行くことのできるイベントカレンダーを掲載するなど、観光客にとって利便性の
高い内容としている。 
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目標⑥ 利用しやすい交通環境の構築に関する事業 

 

料金体系の見直し 

路線バスやコミュニティバスにおいて、利便性向上のため、均一料金や学生割引（補助）など

の導入を含め、適切な利用者負担を踏まえた運賃の見直しを行います。 

また、コミュニティバスにおいて、スムーズな乗降やお得な料金設定による利用しやすい交通

環境の実現のため、回数券を作成します。 

＜実施内容＞ 

・市内基幹バスの運賃見直し 

・コミュニティバスの運賃見直し 

・コミュニティバス回数券の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通系ＩＣカードの導入 

交通系ＩＣカードを未導入の愛知環状鉄道、コミュニティバスにおいて、市民や来訪者の移動

の円滑化やバリアフリー化による利便性向上のため、交通系ＩＣカードを導入します。 

また、商業施設との連携など、ＩＣカードを活用した利用促進について研究します。 

＜実施内容＞ 

・愛知環状鉄道への交通系ＩＣカードの導入 

・コミュニティバスへの交通系ＩＣカードの導入 

・ＩＣカードを活用した利用促進の研究 

 

 

 

 

 

 

  

■ＩＣカードを活用した利用促進の事例（イオンモール長久手） 

ⓠ 

ⓡ 

長久手市の商業施設では、交通系ICカード
を利用しリニモで来店した来客に対して買い
物券を発行するなど、交通系ICカードを活用
した公共交通の利用促進を行っている。 

■１日乗り放題の事例（岡崎市） 

岡崎市のコミュニティバスでは、降車時に
運転手から「乗り継ぎ券」をもらえば、当日
に限り2回目以降の乗車は、「乗り継ぎ券」を
見せるだけで両ルートとも無料（一日乗り放
題）となる。 

■回数券の事例（尾張旭市） 

尾張旭市のコミュニティバスでは、100
円券11枚つづり1,000円の回数券を設定し
ている。 

出典：尾張旭市 東部市民センター・勤労福祉会館ＨＰ 
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バスロケーションシステムの導入 

バスの運行状況に関するタイムリーな情報提供による利用の円滑化やバス待ちの心理的負担の

軽減など利用者の利便性向上を目的としてバスロケーションシステムを導入します。 

＜実施内容＞ 

・コミュニティバスへのバスロケーションシステムの導入 

 

 

 

 

 

 

 

  

■バスロケーションシステムの例（愛知県ITS推進協議会） 

■ 名鉄バスロケーションシステム 

ⓢ 

バスロケーションシステム 

バスの運行状況が分かるシステム 

バスロケーションシステムとは、バスの位置情報を収集し、バス停に設置されたサイネ

ージやバス利用者の携帯電話等にバスの運行情報を提供するシステムです。 

リアルタイムに運行状況が分かるためたいへん便利なシステムとして、既にさまざまな

バス事業者で導入が進められています。ＱＲコードを使って携帯電話に登録するだけで利

用できるものもあり、手軽さも魅力です。 
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「NAVITIME」‐(株)ナビタイムジャパン- 

 

パソコンやスマートフォンから、今い

る場所から最終目的地までの『地点』か

ら『地点』までを電車やバス、飛行機、

フェリーなど複数の交通機関から最適な

交通機関を使った経路検索サービスを提

供している。（瀬戸市コミュニティバス反

映済み） 

 

 

わかりやすい公共交通情報の提供（公共交通マップの作成等） 

市内の鉄道、路線バス、コミュニティバスの運行ルートやダイヤ、のりば案内等の情報提供や、

路線情報等のＧＴＦＳ化によるインターネット検索への対応など、利用者にとって使いやすく、

誰にとってもわかりやすい情報を提供します。 

＜実施内容＞ 

・乗り継ぎに配慮した路線図、時刻表の作成 

・地域や年齢等ターゲットに応じた路線図、時刻表の作成 

・路線情報のＧＴＦＳ化、インターネット検索への対応 

 

 

 

  

■乗り継ぎ情報や沿線情報が整理された路線図（愛知環状鉄道） 

■インターネットによるバス経路検索事例 

ⓣ 
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目標⑦ 運行内容見直し基準の作成に関する事業 

 

運行内容見直し基準の作成 

限られた財源の中で市民の移動を確保するために、ＰＤＣＡサイクルに従って継続的に改善を

図っていきます。その際に運行内容見直しの必要性を判断するため、収支率などの見直し基準を

作成します。 

＜実施内容＞ 

・コミュニティバスの運行内容見直し基準の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運行見直し判断フローの事例（立川市地域公共交通会議） 

ⓤ 

本格運行（１年間） 

収支率 30％以上 
経費削減や利用者
増の改善策が検討
できる 

地域公共交通
会議で本格運
行終了の承認 

地域公共交通
会議で改善策
実施の承認 

改善運行 

（１年間） 
本格運行 
終了 

本格運行 
終了 

収支率 30％以上 
地域公共交通
会議で本格運
行終了の承認 

本格運行 
終了 

地域公共交通
会議で本格運
行の承認 

地域公共交通
会議で本格運
行の承認 

本格運行継続 本格運行継続 

Yes 
Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

立川市では、コミュニティバスの本格運行について、毎年各ルートの「収支率」を継続基
準として本格運行路線を継続するかを判断することとしており、改善を図っても最長で２年
連続で継続基準に満たないルートは廃止することとしている。 


